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第 5 章 東北方言オノマトベの形態的特徴




4 AB ラ CB ラ型オノマトペの種類と特徴
5 ABCD 塑系オノマトペの種類と特徴
6 まとめと今後の課題































6 ABAB 型と AB ラ AB ラ型の関係について




































2 資料について 1 本論文のまとめと結論













































有縁性の範囲 レJて yレ 音象徴の特徴
通言語的 音声レベル 原初的音象徴
個別言語的 音韻レベル 対比的音象徴語レベル 語葉連想的音象徴















第 5 章 東北方言オノマトペの形態的特徴一一ABCB 型系・ ABCD 型系を中心に一一
第 5 章では、東北方言オノマトペの形態的な特徴として、特に独特な ABCB 型系、 ABCD 型系の変
則重なり型オノマトペについて論じた。変則重なり型オノマトペは一括りにされて区別がされてこな
かったが、語構成的観点から分類すると、( 1 )の 4 種類がある。
ア.前方語基型(後部語基語音変化; ABAB 型の後部の IAJ が変化する)
ABaB: Iエカホカ」←「エカエカ J (刺々しいこと。盛岡1) 
( 1 ) 
「盛岡」とするのは、中谷 (2010) に記載の語形である。
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イ.後方語基型(前部語基語音変化; ABAB 型の前部の IAJ が変化する)
aBAB: Iテタパタ J ←「パタパタ J (子供が素足で走る音・様。盛岡)
ウ.前後語基並立型( 2 語基組み合わせ)
AB + CB : Iデコボコ J (デコ+ボコ，寒河江)
エ 非独立語基型(語基を反復させた ABAB 型が存在しない)






語構成の観点から分類を行ってきての考察の結果は、 (2 )の 4 点にまとめられる。
( 2 ) ① ABCB 型は前方語基型と前後語基並立型の 2 種類に分かれるが、前後語基並立型は語構
成的には ABCD 型の 2 語基並立型に分類される。
② AB ラ CB ラ型は派生の観点から 6 種類に分けられるが、実際に寒河江市方言に見られる
のは、 AB ラ AB ラ型経由、 ABCB 型経由、 AB ラ CB ラ型が基本となるものの 3 種類である。
② ABCD 型においては、前後の語基の並立型と一方の語基が従属するものとがあるが、「ラ」
によって AB ラ CD ラ型に派生するのは語基並立型のみである。
④ ABCB 型の前方語基型の IC (a) J と ABCD 型の l 語基従属型の ICDJ は遊び的な要素
であり、発音のしにくさを回避する役割と、直接的な語音を避けて意味をやわらげ、場合に
よってはからかいの度合いを強める働きを持つ。




( 3 ) 1 形態によるオノマトペの意味
① 象徴概念的意味: Iノンノン」など特有の語形から来る特有の意味
② 語型的意味: Iバダラバダラ」など語型から来る意味


















第 8 章 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマトベ辞
第 8 章では、オノマトペの形態の枠組みとなるオノマトペ辞について、その意味機能を中心に論じた。










「ト」を伴わずに、「急にJ 1すぐに」といった意味を持つことがあることを述べた。「ラ」は 9 章で主に
論じた。
第 9 章 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマトベ辞「ラ J





に関しては、非反復形 IAB ラ」を重ねたlIAB ラ J x 2 f は程度が拡大され、反復形 1ABABJ に「ラ」
を挿入する 11ABABJ + 1 ラ Jf は ABAB 型が持つマイナス評価が拡大される。また、 ABAB 型から










E. 擬情:感覚を描写するものO 感情を描写するものは AB ラ AB ラ型にはない。
本章では以上の 5 分類のうち A. 擬音、 B. 擬動、 E. 擬情に焦点を絞り、語レベルにおいて程度性とマ
イナス評価を持つ場合において、どちらが優先的に拡大されるかを考察した。考察の結果が表 2 である。




話し手の意図による誇張表現 音の発生源となる人への批判A. 擬音 不快感の提示
程度の拡大 • マイナス評価
動作の大きいこと 動作そのものへの評価





第10章では、第 8 章と第 9 章を踏まえ、語基からオノマトペ辞によってオノマトペが形作られていく
過程、即ち派生過程を考察した。「ラ」が AB ッ型もしくは ABAB 型の語レベルのものにしか付加され
ないことから、語基に直接付加され語レベルを形成する促音と反復辞を I 類オノマトペ辞とした。援音、
「リ」、「ラ」は E類オノマトペ辞として分類し、 I 類によって作られた AB ッ型、 ABAB 型に付加され
























生を表したものであり、 (M 1 J から (M2 J に派生する際、単形「ゴロッ」は引き継がれず、その結
果「ゴロッ」から派生する「ゴロンJ r ゴロリ J r ゴロラ」が派生されなくなることを表した図である。
このように意味と派生形との関連を示した。なお、 A ッ B リ型、 A ン B リ型、 A ッ B ラ型等、語基の
聞に促音または援音が挿入される形は今後の課題としてある。




--.形態、派生 ー惨:意味派生 X: 派生なし 一一:語形なし
(M1] : r ゴロッと転がる J ;転がる様子を表す。






複形それぞれ以下の (4) (5) のように特徴をまとめた。







( 5 ) ① 語基の 1 拍日と 2 拍目の間への強調辞挿入
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A. 2 カ所に入れる • 描写的強調辞
B. 1 カ所に入れる • 程度評価的強調辞

















































語または 2 語程度をすべての場面に汎用的に使用しているタイプ B、最後にグイラ・ボット系オノマト
ペをほとんど使わなくなっているタイプ C という 3 タイプである。特徴的なタイプ B のみ表 3 として
示す。
〔表3)





















示した。第14章では「ペカペカ J rニカニカ J rノンノン」という 3 語について分析した。

































② 形態面における分析の強化。本論文では1つあるいは少数の語基について見てきたが、 l つの語
基における形態のさらなる分析、もしくは多数の語基を扱って考察することによって、より精綴な
ものとしていきたい。
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「第 E部東北方言オノマトペの特徴J では、第 4 章で東北方言オノマトペの一般的特徴、第 5 章で東
北方言に特徴的な ABCB 型系. ABCD 型系オノマトペの形態的特徴について論じ、第 6 章で東北方言
オノマトペの意味を考える際の本論文の基本的な立場を提示している。
「第E部山形県寒河江市方言オノマトペの形態と意味」は、本論文の中心的な部分である。第 7 章で
は同地域のオノマトペの概要を述べ、第 8 章では様々なオノマトペ辞の用法について記し、第 9 ・ 10章
では、それを承け、同地域に特徴的なオノマトペ辞ラを有するオノマトペを取り上げ、 ABAB 型と AB
ラ AB ラ型とを比較することなどを通して、ラの意味を「程度の拡大J Iマイナス評価」と位置づける
とともに、語基「ゴロ」を有する一群のオノマトペ(ゴロ・ゴロン・ゴロラ・ゴロゴロ・ゴロラゴロラ
等)の派生図を描いている。第11章は、オノマトペの強調法について論じている。
「第N部東北方言オノマトペの形態と意味」では、再び東北方言全体に戻り、第12章で後接辞テとト
の相違、第13章でグイラ・ボット系オノマトペの意味・用法について論じている、第14章は、独創的と
評されることの多い宮津賢治のオノマトペの方言性についての指摘である。
本論文は、従来、共通語が中心であったオノマトペ研究に、方言、特にオノマトペが豊かであると言
われる東北方言オノマトペの意味・用法に関する詳細な記述と分析を加えるとともに、音象徴論からは
一線を画した厳密な意味での言語研究としてのオノマトペ研究という自覚の下に、従来、ほとんど論ぜ
られることのなかったオノマトペ聞の派生関係を、形態と意味とを適宜絡ませることによって、一部明
らかにしており、そのことの有する意義は非常に大きい。さらに、巻末の「山形県寒河江市方言オノマ
トペ一覧」は一種の方言オノマトペ辞典であり後進の研究者にとって有用である。共通語をも含めた今
後のオノマトペ研究に対する意義、それに方言研究における新しい研究テーマへの道を切り開いたとい
う点で、斯界の発展に大きく寄与するものと言えよう。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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